
  
年
末
年
始
の
行
事
に
つ
い
て 

 

 

○
大 

祓 
式 

除 

夜 

祭 

大
晦
日 

午
後
三
時 

「
年
越
の
大
祓
」 

…
六
月
夏
越
大
祓
以
降
、
半
年
の
知
ら
ず
知
ら
ず
の
罪
汚
れ
を
祓
い
清
め
ま
す
。 

大
祓
式
に
引
き
続
き
、
本
年
の
神
恩
に
感
謝
し
、
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま

す
よ
う
、
こ
の
年
最
後
の
祭
典
「
除
夜
祭
」
を
ご
奉
仕
い
た
し
ま
す
。 

○
初 

 
 

詣 

【 

一
月
か
ら
三
月
中
こ
ろ 

】 

…
家
内
安
全
・
商
売
繁
昌
・
厄
除
・
八
方
除
・
合
格
祈
願
な
ど
の
諸
祈
願
を 

 

ご
奉
仕
い
た
し
ま
す
。
ご
家
族
様
お
揃
い
で
ど
う
ぞ
お
詣
り
く
だ
さ
い
。 

○
歳 

旦 

祭 

歳
德
神
社
例
祭 

一
月
一
日 

午
前
七
時 

…
新
し
い
年
月
日
を
寿
ぎ
、
五
穀
豊
穣
、
御
皇
室
・
国
家
・
国
民
・
崇
敬
者
の

繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
歳
旦
祭
に
引
き
続
き
境
内
社
・
歳
德
神
社
で
は
そ
の

年
の
恵
方
を
守
護
い
た
だ
く
御
祭
礼
を
ご
奉
仕
い
た
し
ま
す
。 

○
元 

始 

祭 

一
月
三
日 

午
前
八
時 

…
天
孫
降
臨
に
始
ま
る
国
の
大
元
を
寿
ぎ
、
御
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
隆
昌
・

安
泰
並
び
に
国
民
の
安
寧
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

○
就
職
・
受
験
合
格
特
別
祈
願
大
祭 

一
月
六
～
八
日 

終
日 

…
文
武
両
道
・
学
問
の
神
様
と
し
て
崇
敬
を
集
め
る
御
神
徳
を
戴
き
、
高
校
・

大
学
を
始
め
、
資
格
取
得
・
就
職
に
際
し
て
の
受
験
合
格
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

○
厄 

除 

方 

除 

星 

祭 

大 

祭 

二
月
一
～
四
日 

 

節 

分 

祭 

二
月
三
日 

★
★
★ 

左 

義 

長 

祭 

二
月
三
日 

…
冬
が
去
り
、
春
が
く
る
事
を
「
一
陽
来
復
」
と
い
い
、
一
家
揃
っ
て
厄
除
・

家
内
安
全
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
同
日
に
歳
徳
神
を
祭
る
慣
わ
し
で
、
旧
年
中
の

お
札
・
お
守
、
正
月
の
飾
り
物
を
浄
火
に
て
焼
納
す
る
「
左
義
長
」
を
斎
行
。 

 

厄
年
に
当
た
っ
て
い
る
人
は
厄
除
け
を
、
八
方
ふ
さ
が
り
の
年
廻
り
の
方
は 

八
方
除
け
の
ご
祈
祷
を
お
願
い
し
て
、
身
に
か
か
る
厄
災
を
取
り
除
く
お
祭
り
を

い
た
し
ま
す
。
こ
の
日
は
春
の
節
分
で
あ
り
、
特
別
に
星
祭
の
大
祭
を
斎
行
し
て

皆
様
の
願
意
成
就
祈
念
を
い
た
し
ま
す
。 

◆
令
和
六
年
の
初
詣 

久
し
ぶ
り
の
、
振
舞
い
な
ど
が
あ
る
お
正
月
と
な
り
ま
す
。
本
年
の
初
詣
も
、

大
晦
日
か
ら
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
と
と
も
に
、
午
前
零
時
の
合
図
に
合
わ
せ
新
年

を
告
げ
る
報
鼓
「
新
春
初
太
鼓
」
の
ご
奉
仕
に
よ
り
新
春
を
寿
ぎ
ま
す
。
ま
た
、

例
年
恒
例
で
あ
り
ま
す
、
先
着
百
名
の
皆
様
に
「
辰
歳
・
縁
起
絵
馬
」
を
差
し
上

げ
ま
す
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

同
刻
よ
り
御
神
前
大
前
で
は
、
家
内
安
全
を
は
じ
め
諸
願
成
就
の
新
春
開
運
初

祈
祷
を
斎
行
い
た
し
、
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
お
詣
り
い
た
だ
き
ま
す
。 

◆
恵
方
参
り
（
東
北
東
）「
歳
徳
神
社
例
祭
」 

境
内
社
・
歳
徳
神
社
（
と
し
と
く
じ
ん
じ
ゃ
）
で
は
そ
の
年
の
恵
方
を
守
護
い

た
だ
く
御
例
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
す
。
歳
徳
神
は
須
佐
之
男
命
・
櫛
名
田
比
売
の

夫
婦
神
を
お
祀
り
し
、
歳
徳
様
・
歳
神
様
・
お
正
月
様
な
ど
と
呼
ば
れ
、
そ
の
年

の
福
徳
を
掌
る
神
。
本
人
の
本
名
星
と
一
致
す
る
と
き
は
特
に
大
吉
と
な
り
ま
す
。

家
屋
の
建
築
・
結
婚
・
移
転
・
旅
行
・
商
取
引
は
吉
。
た
だ
し
月
の
凶
神
・
歳
破

神
・
金
神
と
同
じ
に
位
置
す
る
場
合
は
凶
災
を
蒙
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
方

位
は
そ
の
年
一
年
の
開
運
の
方
角
で
あ
り
、
恵
方
と
言
い
ま
す
。
ち
な
み
に 

 

令
和
六
年
は
甲
辰
（
き
の
え
・
た
つ
）
で
す
の
で
恵
方
は
東
北
東
や
や
東
で
す
。 

◆
「
お
つ
い
た
ち
参
り
」
の
ご
案
内 

◆
毎
月
一
日
は
朝
六
時
か
ら
、
御
皇
室
・
国
家
国
民
・
ご
崇
敬
の
皆
様
の
弥
益
を

祈
念
し
、
月
旦
祭
（
つ
き
な
み
さ
い
）
を
ご
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
。
早
朝
参
拝
・

月
例
会
に
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
す
と
、
参
拝
証
の
交
付
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
尚
、
お
時
間
は
朝
六
時
よ
り
約
四
十
五
分
程
の
開
催

予
定
で
す
。
お
仕
事
前
に
少
し
早
起
き
し
て
前
月
の
感
謝
と
そ
の
月
の
安
ら
ぎ
を

願
っ
て
是
非
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。 

【
そ
の
月
の
平
安
を
願
っ
て
、
一
日
の
月
旦
祭
に
は
皆
様
ぜ
ひ
ご
参
拝
く
だ
さ
い
】 


